
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

吹
田
市
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
記
載
・
送
付
で 

自
己
決
定
権
を
侵
害
し
て
は
な
ら
な
い 

吹
田
民
商
は
、
1
月
27
日
、
吹
田
市
に
対
し
て
「
特
別
徴
収
税

額
の
決
定
・
変
更
通
知
書
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
を
記
載
・

送
付
す
る
こ
と
を
中
止
、
若
し
く
は
、
中
野
区
方
式
の
導
入
を
求
め

る
要
望
書
」
を
提
出
し
ま
し
た
。
昨
年
11
月
24
日
に
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
問
題
で
吹
田
市
と
懇
談
し
た
際
、
吹
田
市
は
、
国
の
方
針
に
沿

っ
て
記
載
・
送
付
す
る
と
回
答
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
民
商
は
、

市
役
所
の
記
載
・
送
付
の
行
為
が
、
日
本
国
憲
法
の
「
個
人
の
自
由
」

を
侵
害
す
る
行
為
で
あ
る
こ
と
な
ど
3
点
の
問
題
点
を
指
摘
し
、
市

民
税
課
だ
け
で
判
断
す
る
の
で
は
な
く
情
報
政
策
室
と
も
協
議
し

て
対
応
す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
の
吹
田
市

議
会
で
の
柿
原
議
員
（
日
本
共
産
党
）
の
質
問
に
対
す
る
回
答
で
も
、

記
載
・
送
付
の
姿
勢
は
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
他
方
で
、
総

務
省
は
、
全
商
連
に
対
し
て
、
「
番
号
を
記
載
し
な
い
と
決
め
た
自

治
体
に
対
し
て
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
は
な
い
。
地
方
税
法
の
罰
則
規
定
は

な
い
」
と
の
回
答
を
し
、
国
税
庁
は
、
番
号
漏
え
い
、
コ
ス
ト
増
、

郵
便
事
故
等
に
よ
る
情
報
流
失
の
リ
ス
ク
増
を
理
由
に
、
納
税
義
務

者
に
交
付
す
る
源
泉
徴
収
票
に
個
人
番
号
を
記
載
し
な
い
と
す
る

な
ど
、
新
し
い
動
き
も
出
て
き
ま
し
た
。
最
近
で
は
、
記
載
・
送
付

し
な
い
こ
と
を
決
め
た
自
治
体
や
、
東
京
都
中
野
区
の
よ
う
に
独
自

の
対
策
を
と
る
自
治
体
も
出
て
い
ま
す
。
今
回
の
申
し
入
れ
は
、
こ

の
よ
う
な
全
国
的
な
流
れ
に
沿
っ
て
、
再
度
の
検
討
を
求
め
る
と
と

も
に
、
実
施
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
問
題
点
に
対
す
る
吹
田
市
と

し
て
の
考
え
を
質
す
も
の
で
す
。
申
入
れ
事
項
は
以
下
の
通
り
で
す
。 

 

１
．「
特
別
徴
収
税
額
の
決
定
・
変
更
通
知
書
」
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個

人
番
号
）
を
記
載
・
送
付
す
る
こ
と
を
中
止
し
て
い
た
だ
く
こ
と
。

中
止
で
き
な
い
場
合
は
、
当
会
が
示
す
下
記
の
「
理
由
」
に
つ
い

て
回
答
し
て
い
た
だ
く
こ
と
。 

 
 

理
由
の
１
．「
番
号
法
」
は
、
個
人
番
号
を
事
業
所
に
提
示
し
た

り
提
出
し
た
り
す
る
こ
と
を
国
民
の
義
務
と
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

事
業
所
等
は
「
提
示
」
要
請
を
義
務
づ
け
し
て
い
る
も
の
の
、
そ

れ
に
応
じ
る
か
ど
う
か
は
、
各
個
々
人
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
て
い

ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
今
回
、
吹
田
市
が
住
民
税
の
事
務
に
係
っ
て
、

本
人
の
同
意
も
な
く
、
一
方
的
に
そ
の
事
業
主
に
公
表
す
る
こ
と

は
、
該
当
す
る
市
民
の
自
己
決
定
権
に
対
す
る
侵
害
行
為
で
あ
り
、

日
本
国
憲
法
に
違
反
す
る
行
為
で
す
。 

 

理
由
の
２
．「
番
号
法
」
は
、「（
個
人
番
号
を
）
管
理
の
た
め
に

必
要
な
措
置
を
講
じ
る
」（
第
12
条
）
こ
と
を
定
め
て
い
ま
す
が
、

そ
の
こ
と
を
知
ら
な
い
事
業
主
や
、
知
っ
て
い
て
も
「
必
要
な
措

置
」
を
講
じ
て
い
な
い
事
業
主
も
数
多
く
い
ま
す
。
も
し
、「
必
要

な
措
置
」
を
講
じ
て
い
な
い
事
業
所
に
送
付
さ
れ
た
場
合
、
市
役

所
は
ど
の
よ
う
な
責
任
を
と
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

 
 

理
由
の
３
．
当
会
の
上
部
団
体
で
あ
る
全
国
商
工
団
体
連
合
会

が
昨
年
12
月
15
日
に
行
っ
た
総
務
省
に
対
す
る
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
で

「
番
号
を
記
載
し
な
い
と
決
め
た
自
治
体
に
対
し
て
ペ
ナ
ル
テ
ィ

ー
は
な
い
。
地
方
税
法
の
罰
則
規
定
は
な
い
」
と
の
回
答
を
得
て

い
ま
す
。
ま
た
、
国
税
庁
は
、
番
号
漏
え
い
、
コ
ス
ト
増
、
郵
便

事
故
等
に
よ
る
情
報
流
失
の
リ
ス
ク
増
を
理
由
に
、
納
税
義
務
者

に
交
付
す
る
源
泉
徴
収
票
に
個
人
番
号
を
記
載
し
な
い
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
、「
記
載
し
な
い
」
と
明
言

す
る
自
治
体
が
徐
々
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
吹
田
市
が

実
施
す
る
場
合
の
利
点
は
何
か
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。 

 

２
．
も
し
、「
特
別
徴
収
税
額
の
決
定
・
変
更
通
知
書
」
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
（
個
人
番
号
）
を
記
載
・
送
付
す
る
こ
と
を
中
止
で
き
な
い

場
合
は
、「
中
野
区
方
式
」
を
採
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
。 

東
京
都
中
野
区
で
は
、「
区
が
個
人
番
号
を
保
有
し
て
い
る
納
税

義
務
者
に
つ
い
て
は
、
ア
ス
タ
リ
ス
ク
を
印
字
す
る
。
区
が
個
人

番
号
を
保
有
し
て
い
な
い
納
税
義
務
者
に
つ
い
て
は
、
空
欄
と
す

る
」
と
し
た
う
え
で
、
普
通
郵
便
で
送
付
す
る
方
針
だ
と
い
う
こ

と
で
す
。
こ
の
方
法
で
あ
れ
ば
、
個
人
番
号
の
情
報
漏
え
い
の
ト

ラ
ブ
ル
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

３
．
中
止
も
せ
ず
、
中
野
区
方
式
も
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
に
、「
個

人
番
号
」
が
漏
え
い
し
た
り
、
悪
用
さ
れ
た
り
し
た
場
合
の
責
任

の
所
在
を
明
ら
か
に
し
て
い
た
だ
く
こ
と
。 

 

来
年
度
の
国
民
健
康
保
険
料 

協
議
会
で
3
・
56
％
引
上
げ
答
申 

吹
田
市
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
が
1
月
20
日
、
27
日
に
開

催
さ
れ
、
吹
田
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正
と
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
予
算
編
成
に
つ
い
て
諮
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
条
例
の

一
部
改
正
で
は
保
険
料
の
法
定
軽
減
の
対
象
世
帯
の
拡
大
が
原
案

通
り
了
承
す
る
と
答
申
さ
れ
ま
し
た
。
予
算
編
成
で
は
来
年
度
の
保

険
料
率
に
つ
い
て
3
・
56
％
の
引
き
上
げ
で
諮
問
。
収
納
率
向
上

と
医
療
費
適
正
化
の
努
力
を
強
化
す
る
こ
と
を
付
帯
意
見
と
し
つ

つ
も
、
原
案
ど
お
り
で
答
申
さ
れ
ま
し
た
。
議
論
の
中
で
は
収
納
率

に
つ
い
て
第
2
回
の
協
議
会
で
も
報
告
さ
れ
た
税
務
部
債
権
管
理

課
へ
の
滞
納
保
険
料
の
徴
収
の
移
管
に
つ
い
て
委
員
か
ら
移
管
さ

れ
る
基
準
や
徴
収
方
法
に
つ
い
て
質
問
が
出
さ
れ
、
基
準
は
債
権
管

理
課
と
調
整
中
で
あ
る
こ
と
、
預
金
以
外
に
も
生
命
保
険
や
給
与
に

つ
い
て
も
差
押
え
の
対
象
に
な
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。

収
納
対
策
で
は
被
保
険
者
代
表
か
ら
「
努
力
は
必
要
で
す
が
、
心
の

通
っ
た
相
談
体
制
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
」
と
意
見
が
上
が
り
ま
し

た
。 

 

労
働
保
険
事
務
組
合
を
ご
加
入
の
会
員
の
皆
さ
ん
へ 

平
成
29
年
1
月
1
日
よ
り 

65
歳
以
上
の
方
も
雇
用
保
険
の
適
用
対
象
と
な
り
ま
す 

平
成
29
年
1
月
1
日
以
降
、
65
歳
以
上
の
労
働
者
に
つ
い
て
も
、

「
高
年
齢
被
保
険
者
」
と
し
て
雇
用
保
険
の
適
用
の
対
象
と
な
り
、

適
用
要
件
に
該
当
す
る
場
合
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
「
雇
用
保
険
被

保
険
者
資
格
取
得
届
」
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

（
保
険
料
の
徴
収
は
、
平
成
31
年
度
ま
で
は
免
除
と
な
り
ま
す
。） 

 

① 

平
成
28
年
12
月
末
ま
で
に
65
歳
以
上
の
労
働
者
を
雇
用
し
平

成
29
年
1
月
1
日
以
降
も
継
続
し
て
雇
用
し
て
い
る
場
合 

② 

平
成
29
年
1
月
1
日
以
降
に
新
た
に
65
歳
以
上
の
労
働
者

を
雇
用
し
た
場
合 

 

①
も
し
く
は
②
に
該
当
す
る
労
働
者
が
い
る
事
業
所
は
早
急
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 


